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宮城県 

医師派遣先と 
派遣数 

 
平成２２年３月 
東北大学病院調査 

地域医療への貢献 

６ 

東北大学医学系研究科・東北大学病院の 

地域医療への貢献 



・被災病院からの患者の受入れ、県外への患者搬送 
 
・県内外への医師派遣・医療物資の提供 
 
・医薬品、医用材料等の確保 
 

医療物資の搬送の様子  ドクターヘリによる患者受入れ  被災地での患者搬送  

震災後の対応 

16 

◇東日本大震災における貢献 



東日本大震災発生直後から2か月間の 
被災地への医師派遣数 



東北地区の医療の現状と課題 

Ⅰ.従来より地域医療に携わる医療人が不足 
Ⅱ.地域で最新の医療技術・知識を習得する機会が不足 
Ⅲ.震災により被災地の医療から離れる医療人が増加

・被災地からの医療人を受け入れ、最新の医療の 
   研修を提供する場が必要 
・地域医療に携わる人材を育成する場が必要 



総合地域医療研修センターの目的 

Ⅰ．被災地の医療人材の受け入れと最新医療の研修
の場の提供（循環型人材育成と還元） 

Ⅱ．実践的災害医療学の確立と地域・災害医療に携
わる人材の養成 



総合地域医療研修センター 

東北大学 
スキルスラボ 

地域医療人の 
技術向上・生涯教育 

女性医師復職支援 

震災の第一線で活躍した医療人による実践的講義 
地域医療に出向いた医療実習 

被災地医療人の大学病院での 
最新医療の研修 



・卒前臨床教育の充実 
・研修生・院内医療人の教育 
・医療安全に向けた教育と、その向上 

・地域医療人の技術の向上 
・生涯教育の場と機会の提供 
・在宅医療を含めた地域医療へ貢献 
・地域基盤型教育の整備と質の向上 

臨床技能 
の向上 地域開放型 

スキルスラボ 

地域医療人の 
技術向上 
生涯教育 



Ⅰ．被災地の医療人材の受け入れと最新医療の研修実施 

 
①地域・災害教育用医師、高度専門職業人、技術支援者雇用 

②各種研修会の実施 

③教育用・遠隔診断用病理システム構成図 

④総合地域医療研修センターの広報活動 

平成２４年度の活動（Ⅰ） 



①地域・災害教育用医師、高度専門職業人、
技術支援者雇用 

 総合地域医療研修センター教員雇用 

   教授1、准教授2、助教2、助手1 

 被災地医療人雇用 

   石巻:医師1名、看護師1名、薬剤師2名 

   気仙沼:医師1名、薬剤師1名、 

   福島:看護師1名、診療放射線技師1名、歯科衛生
士1名 

 

  石巻市立病院とは人事交流制度を新たに設定し、薬
剤師1名は、制度に基づく雇用となっている。 



②各種研修会の実施 







シミュレーターを活用した 
医療技術トレーニング研修 



東北大学 

気仙沼市立病院 

石巻赤十字病院 

公立相馬病院 

通信システム 

画像閲覧PC 

音声会議システム 

サーバー 

ルーター 

バーチャルスライド入力システム 

画像閲覧PC 

画像閲覧PC 

バーチャルスライド入力システム 

サーバー 

ルーター 

音声会議システム 

音声会議システム 

音声会議システム 

ルーター 

ルーター 

サーバー 

バーチャルスライド入力システム 

            <支援内容> 
1. 臨床医への病理所見の解説 
2. 細胞診検査士の細胞診教育 
3. CPCによる臨床研修医の指導支援 

画像閲覧PC 

③教育用・遠隔診断用病理
システム構成図 



その他各種研修会の実施 
 青森県八戸市民病院、八戸労災病院にて病理講習会 

 訪問歯科診療専門研修会 

 摂食・嚥下リハビリテーション専門研修会 

 出張スキルスラボ 

 動物を用いた外科手術トレーニング 

 被災地訪問看護師現任教育プログラム 

 お口の健康相談会 

 震災時における歯科および歯科医療学が果たす役割 

 周術期口腔機能管理セミナー 

 臨床で働く看護師の実践・教育・研究に役立つ知識・ス
キルのアップデート講習会 

  など 各種研修会を実施 



④広報活動 
 開所式・見学会 
 ホームページ 
 総合地域医療研修センター支援プロジェクトパンフレット 
 スキルスラボ利用案内 
 宮城県医師会への広告 



総合地域医療研修センターの本格稼動 

 5.11 艮陵協議会病院説明会において、関連病院の
医師向けに、スキルスラボ見学会を行い、センター
の取組・施設を紹介。 

救急シミュレーターを見学する
関連病院研修医 

スキルスラボの全体説明 



 6.14 開所式記念講演会の開催 

  宮城県、東北厚生局、医師会、関連病院、訪問看護ステー
ション、他大学等学外者を中心に案内し、センター及びスキ
ルスラボを紹介。 

名古屋大学 伴 信太郎 教授（日本医学教育
学会理事長）による記念講演 

スキルスラボ見学会 2012.6.15河北新報記事 

学外医療機関４２名、学内
６５名、計１０７名が出席 
 



Ⅱ．新たな災害医療学の確立と地域・災害医療に携わる人材
の養成 

①災害医学講義、災害歯科医学講義の開講 

②災害医学概論、災害医学セミナー、災害歯科医療学実践講義の開講 

③被災地での災害医学実習 

④災害医学研修会・講習会の開催 

⑤災害医学に対応できる高度医療人養成 

平成２４年度の活動（Ⅱ） 



宮城県との地域医療説明会 
・・・宮城県奨学生 

地域医療動機付け学習 
・・・医学部2年生 

地域医療学生教育 



被災地実習 
 全国の医学生・初期研修医から募集． 

 3/26-27、8/7-8、8/21-22の計3回． 

 各回定員8名． 

 実習地 

 石巻赤十字病院    （石巻市） 

     石巻市立病院雄勝診療所（石巻市） 

     気仙沼市立本吉病院   （気仙沼市） 

 南三陸診療所    （南三陸町） 

 東北大学病院    （仙台市） 



参加者の出身地 岩手 1 

秋田 1 

宮城 3 

新潟 1 

茨城 1 

埼玉 3 

千葉 1 

東京 4 

神奈川 3 

愛知 3 

京都 1 

奈良 1 

大阪 4 

兵庫 1 

山口 1 

福岡 2 

長崎 1 
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第１期実習の参加者より 



参加動機 

他に雄勝病院の被災状況を大学の講義で学び実際に様子を知りたかった 1名 

（数値人数） 
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実習風景 



医学部講義 

 臨床講義通論 

 対象 医学部4年次学生 

 総合臨床ブロック「総合臨床医学 ―周術期医学、救急・災害医療、医
療法規―」 

 救急医学分野はＤＭＡＴ活動等、法医学分野は遺体検案・死因分析等、 
外科系分野は外傷治療等、災害関連の講義を行う。 

 伊勢秀雄先生（石巻市立病院院長;客員教授）、石橋悟先生（石巻赤十字
病院;臨床准教授）による災害医療の特別講義を行う。  

石巻赤十字病院における災害時医療 



大学院講義 

 災害医学概論 

 対象 大学院学生 

 １０月３日（水）～１月２３日（水） 

 毎週水曜日  １８：００～ 

  この震災において、実際に災害医療現場で診療に携わった医療人
の経験は極めて貴重であり、その経験を教育現場に直接届けること
は極めて有効な災害医療学の実践となる。そこで本科目では震災で
医療に携わった医療人（医師・コメディカル）がその経験に基づく
実践的な災害医療の講義を行う。 

   また、災害・救急医療を専門とする外部講師を招聘し、系統的
講義を実施する。さらに、東北大学に設置される災害科学国際研究
所の医療災害研究部門と密接に連携し、高度で専門的な災害医療講
義を行う。この実地的災害医療科目と専門的災害医療科目を組み合
わせることにより、災害医療に対応できる医療人を養成する。 



災害医学概論 講師陣 
講師氏名 所属 担当 

伊勢 秀雄 石巻市立病院院長（東北大学客員教授） 災害・地域医療学 

大友 康裕 東京医科歯科大学救急災害医学 教授 国際災害医療学 

森野 一真 山形県立中央病院救命救急センター 地域災害医療学 

小井土雄一 国立病院機構 災害医療センター 災害医療学 

近藤 久禎 国立病院機構 災害医療センター 災害医療学 

諏訪部 章 岩手医科大学医学部 教授 災害検査医学 

坂井  晃 福島医科大学教授 災害放射線学 

石橋  悟 石巻赤十字病院 救命救急センター 地域災害医療学 

服部 俊夫 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害感染症学 

加賀谷 豊 東北大学医学系研究科 教授 地域災害医療学 

門間 典子 東北大学病院 看護部長 災害看護学 

江川 新一 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害医療国際協力学 

富田 博秋 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害精神医学 

伊藤  潔 東北大学災害科学国際研究所 教授 災害産婦人科学 



講義 グループワーク 

災害医学概論 



女性医師復職支援・退職医師再生支援 

 宮城県医師会女性医師支援センターと連携し、出産・育児

後の女性医師に対し、大学病院での再研修プログラムを提

供し、復職を支援。 

 

 地域医療の従事を希望する退職予定勤務医に対し、大学病

院での再研修プログラムを提供し、復職を支援。 



震災復興・地域医療支援のため長期的に医療支援を行っていく 

H23 H24 H25 H26 H27 H28以降～ 

総合地域医療研修センター設置 

被災地医療人雇用・再教育・派遣（循環） 

災害医療学の確立・地域医療人材養成 

センター設備整備 センター設備管理・保守 

教員雇用 
教員雇用 

医療人雇用 

災害医療学 

今後の展望 

女性医師復職支援・退職医師再生支援 


